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「
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
旅
す
る
な
ら
地
方
が
い
い
。」
と
い
う
言

葉
に
背
中
を
押
さ
れ
て
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
を
ま
わ
る
旅
に
出

た
。
前
か
ら
一
度
は
訪
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
場
所
で

あ
っ
た
が
、
マ
ニ
ラ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
い
い
ル
ソ
ン
島
内

や
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
た
め
に
何
度
も
通
っ
た
セ
ブ
と
は
違
っ

て
、
常
に
渡
航
注
意
喚
起
勧
告
が
出
さ
れ
て
い
る
ミ
ン
ダ
ナ

オ
は
、
気
合
い
を
入
れ
て
腰
を
上
げ
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か

足
を
向
け
る
き
っ
か
け
を
作
り
づ
ら
い
場
所
で
あ
る
。

　
「
外
国
人
は
身
代
金
を
目
的
と
し
た
誘
拐
の
標
的
に
さ
れ

や
す
い
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
る
よ
う
に
。」
と
の

助
言
を
受
け
て
、
ダ
バ
オ
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
サ
ン
ト
ス
、
カ

ガ
ヤ
ン
・
デ
・
オ
ロ
、
サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
な
ど
の
各
市
に
向

か
っ
た
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
で
は
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
よ
り
麻
農

園
へ
の
日
本
人
移
民
の
受
け
入
れ
が
開
始
さ
れ
、
か
つ
て
大

規
模
な
日
本
人
村
が
形
成
さ
れ
た
ダ
バ
オ
が
有
名
だ
。
そ
こ

か
ら
バ
ス
で
三
時
間
ほ
ど
移
動
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
ジ
ェ
ネ

ラ
ル
・
サ
ン
ト
ス
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
随
一
の
マ
グ
ロ
の
漁
獲

量
を
誇
る
港
町
で
、
地
元
の
食
堂
で
は
直
送
の
マ
グ
ロ
の
刺

身
に
舌
鼓
を
打
つ
こ
と
が
で
き
る
。
島
北
部
の
カ
ガ
ヤ

ン
・
デ
・
オ
ロ
は
、
商
業
的
活
況
を
誇
る
セ
ブ
地
域
に
面
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
外
資
系
の
工
場
な
ど
が
誘
致
さ
れ
る

機
会
も
多
く
、
マ
ニ
ラ
首
都
圏
か
ら
訪
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

も
多
い
。
半
島
の
南
端
に
位
置
す
る
サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
も
独
自

の
魅
力
を
放
っ
て
い
る
。
サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
は
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル

ス
時
代
の
一
九
三
六
年
に
市
（chartered city
）
に
昇
格
し

て
お
り
、
市
制
施
行
が
も
っ
と
も
早
か
っ
た
都
市
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
市
内
を
散
策
す
る
と
、
市
内
の
一
等
地
に
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
建
造
物
が
立
ち
並
ぶ
な
ど
、
ス
ペ
イ
ン
文
化

の
名
残
が
あ
ち
こ
ち
に
残
っ
て
い
た
。
訪
問
前
に
抱
い
て
い

た
「
サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
半
島
の
端
だ
か
ら
、
き
っ
と
多
く
の
ム

ス
リ
ム
を
見
か
け
る
に
違
い
な
い
。」
と
い
っ
た
思
惑
は
外

れ
、
そ
こ
で
は
む
し
ろ
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
方
が
多
い
印
象

を
受
け
た
。
増
え
続
け
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
人
口
に
お
さ
れ

て
、
彼
ら
の
多
く
は
町
外
れ
の
海
辺
に
水
上
集
落
を
形
成

し
て
生
活
し
て
い
た
。

　

か
つ
て
ス
ペ
イ
ン
の
統
治
下
に
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

国
教
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。
し
か
し
、
ミ

ン
ダ
ナ
オ
地
方
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島

に
到
達
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
を
伝
え
る
以
前
よ
り
、
マ
レ
ー

シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
経
由
し
た
交
易
活
動
を
通
じ
て

イ
ス
ラ
ー
ム
教
が
伝
播
し
て
い
た
た
め
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

よ
り
も
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
（
ム
ス
リ
ム
）
の
比
率
の
方
が

高
い
時
代
が
あ
っ
た
。
二
〇
世
紀
に
入
る
と
米
西
戦
争
の

結
果
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
統
治
権
は
ア
メ
リ
カ
に
移
り
、
ル

ソ
ン
や
セ
ブ
地
域
か
ら
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
へ
の
キ
リ
ス
ト
教

徒
の
移
民
政
策
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
政
策
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

手作りの水上集落

洗濯日和の朝のひととき サンボアンガの町外れにある水上モスク
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が
独
立
し
た
後
も
継
続
さ
れ
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
は
ミ
ン

ダ
ナ
オ
で
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
数
が
ム
ス
リ
ム
を
超
え
、
選

挙
を
通
じ
て
ス
ル
タ
ン
や
ダ
ト
ゥ
と
呼
ば
れ
る
従
来
の
伝
統

的
指
導
者
層
が
首
長
に
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
、
ム
ス
リ
ム
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
な
っ
た
（
現
在
、
ム
ス

リ
ム
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
口
の
約
五
％
を
占
め
て
い
る
）。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
化
政
策
の
推
進
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
当
地
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
は
権
利
回
復
と
独
立
を

主
張
し
続
け
た
。
代
表
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
系
の
勢
力
に
は
モ

ロ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
解
放
戦
線
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
）
や
モ
ロ
民
族
解

放
戦
線
（
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
）
な
ど
が
あ
る
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府

に
と
っ
て
彼
ら
の
勢
力
と
の
和
平
交
渉
は
、
長
期
に
わ
た
っ

て
政
権
の
重
要
課
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
マ
ル
コ
ス

政
権
下
の
一
九
七
六
年
に
、
政
府
と
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
間
で
「
ム
ス

リ
ム
の
自
治
権
の
確
立
と
停
戦
合
意
」
を
主
軸
と
す
る
ト
リ

ポ
リ
協
定
が
締
結
さ
れ
、
ま
た
、
ラ
モ
ス
政
権
下
の
一
九
九

六
年
に
、
双
方
が
和
平
合
意
書
に
調
印
さ
れ
る
な
ど
の
動
き

が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
ム
系
勢
力
に
独
自
の
自
治

権
を
付
与
す
る
新
た
な
地
方
分
権
制
度
構
築
の
試
み
は
容
易

で
は
な
く
、
二
〇
〇
〇
年
の
エ
ス
ト
ラ
ダ
政
権
下
で

は
、
民
間
人
の
居
住
区
を
含
む
地
域
に
お
い
て
国
軍
に
よ

る
空
爆
が
敢
行
さ
れ
る
な
ど
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
と
Ｍ
Ｎ

Ｌ
Ｆ
の
間
で
さ
ら
な
る
衝
突
が
生
じ
た
。

　

ミ
ン
ダ
ナ
オ
紛
争
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
争
い
を

き
っ
か
け
に
民
間
人
が
そ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
土
地
を
追

わ
れ
、
難
民
化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
点
が
あ
げ

ら
れ
る
。
こ
の
紛
争
は
約
四
〇
年
に
わ
た
る
長
期
的
な
国

内
紛
争
で
あ
る
た
め
、
国
際
社
会
に
注
目
さ
れ
る
機
会
が

少
な
く
、
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
民
主
主
義
制
度
を
採
用

し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府

の
イ
ス
ラ
ー
ム
系
勢
力
に
対
す
る
攻
撃
は
テ
ロ
リ
ス
ト
に

対
す
る
紛
争
と
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち
で
、
民
間
人
へ
の
人

権
侵
害
に
関
し
て
国
際
社
会
が
介
入
し
に
く
い
状
況
に

あ
っ
た
。
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
北
朝
鮮
と
い
っ

た
独
裁
主
義
国
家
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
生
活
す
る
個
人
の

安
全
を
重
視
す
る
「
人
間
の
安
全
保
障
」
と
い
う
概
念
の

重
要
性
に
関
す
る
国
際
的
合
意
が
と
り
や
す
か
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。
し
か
し
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
で
は
、
現
実
に
住
民

が
武
力
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
な
が
ら
、
国
家
か
ら
も

国
際
社
会
か
ら
も
安
全
を
保
障
さ
れ
な
い
生
活
が
続
い
た

の
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
一
〇
月
、
ベ
ニ
グ
ノ
・
ア
キ
ノ

政
権
下
で
、
和
平
合
意
を
目
指
し
た
枠
組
み
が
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ

と
の
間
で
合
意
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
は
武

力
に
よ
る
独
立
運
動
を
放
棄
し
、
一
定
の
立
法
権
や
住
民

投
票
の
実
施
権
限
な
ど
と
と
も
に
、
防
衛
、
外
交
、
経

済
・
金
融
政
策
以
外
を
取
り
扱
う
自
治
権
を
有
す
る
バ
ン

サ
モ
ロ
（
ム
ス
リ
ム
の
国
）
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
政
治
機

構
の
成
立
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
（
詳
細
に
つ
い
て

は
、
ア
キ
ノ
大
統
領
の
任
期
中
の
二
〇
一
六
年
ま
で
に
具

体
化
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
）。

▲▼手つかずの自然が残るモロ湾

温暖な気候と肥沃な大地に恵まれた田園地帯
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筆
者
が
訪
れ
た
コ
タ
バ
ト
市
街
地
に
あ
る
難
民

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
小
学
校
の
軒
下
で
複
数
の
家
族
が

肩
を
寄
せ
合
っ
て
生
活
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
台
所

や
ト
イ
レ
な
ど
の
水
回
り
の
設
備
は
併
設
さ
れ
て
お

ら
ず
、
雨
が
降
る
た
び
に
足
下
が
ぬ
か
る
む
ス
ペ
ー

ス
に
、
な
ん
と
か
必
要
最
小
限
の
日
用
品
を
保
管

し
、
人
々
が
眠
れ
る
場
所
が
確
保
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
あ
っ
た
。
実
際
の
紛
争
の
現
場
で
は
、
ま
ず
女
性

や
子
ど
も
な
ど
立
場
の
弱
い
人
々
が
犠
牲
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
生

活
に
お
い
て
朗
ら
か
な
笑
顔
を
忘
れ
な
い
子
ど
も
た

ち
の
様
子
を
目
に
す
る
と
、
肥
沃
で
美
し
い
大
地
に

ふ
さ
わ
し
い
和
平
が
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
お
い
て
一
日
も

早
く
実
現
さ
れ
る
よ
う
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

ちばな　いづみ／アジア経済研究所　法・制度研究グループ

専門はフィリピンの法制度。
2005 年から 2007 年に海外研究員としてマニラに滞在。
2009 年から 2011 年に在フィリピン日本大使館に出向。

避難民による小学校の軒下での日常生活

紛争の停戦監視に協力するフィリピン国軍日本政府のODAで建てられた学校で勉強する女学生たち

ミンダナオ島の肥沃さがうかがえるコタバト市街地の遠景

巡回パトロール中の兵士たち
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